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問題１ 図１は地域別に見たテレワーカー割合の推移である。（１）すべての地域に共通している特

徴は何か、（２）なぜすべての地域に共通している特徴が生じたのか、（３）地域によって異なる特徴

は何か、（４）なぜ地域によって異なる特徴が生じたのかについて合計 500字以内（字数には句読

点を含む）で説明せよ。なお、（4）の説明の際、産業、職業、通勤に着目せよ。 

 

 

問題２ 図２は 2024 年における性・年齢階層別テレワーカー割合である。（１）両方の性別に共通

している特徴は何か、（２）なぜ両方の性別に共通している特徴が生じたのか、（３）性別によって異

なる特徴は何か、（４）なぜ性別によって異なる特徴が生じているのかについて合計 500 字以内

（字数には句読点を含む）で説明せよ。なお、（２）と（4）の説明の際、職務、雇用形態、家事育児負

担に着目せよ。 

 

 

図１ 地域別テレワーカー割合の推移（％） 

 

出典：国土交通省「令和 6年度テレワーク人口実態調査—調査結果—」2025年 
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図２ 性・年齢階層別テレワーカー割合（％） 

 
出典：国土交通省「令和6年度テレワーク人口実態調査—調査結果—」2025年 

注１）「テレワーカー割合」とは、「雇用者に占めるテレワーカーの割合」である。 

注2）「テレワーカー」とは「ICT等を活用して、普段出勤して仕事を行う勤務先とは違う場所で仕

事をする人、又は勤務先に出勤せず自宅その他の場所で仕事をする人」である。 
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